
議
員　

真
崎
浦
土
地
改
良
区
に
あ
る
東
新

川
の
堤
防
が
大
雨
で
決
壊
し
た
。
県
が
管

理
す
る
二
級
河
川
と
し
て
指
定
で
き
な
い

か
。

建
設
農
政
部
長　

維
持
管
理
の
事
務
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
指
定
に
は
消
極
的
で
あ

る
。
今
後
も
県
へ
働
き
掛
け
る
。

議
員　

久
慈
川
の
水
門
を
遠
隔
操
作
に
よ

り
開
閉
で
き
な
い
か
。

建
設
農
政
部
長　

国
土
交
通
省
管
轄
の
４

樋ひ

か

ん管
※

（
豊
岡
第
一
・
第
二
、
後

う
し
ろ
か
わ

川
、
外
宿
）

は
順
調
に
進
め
ば
早
い
時
期
で
設
置
。
村

が
管
理
の
前
川
樋
管
は
現
在
国
土
交
通
省

に
働
き
掛
け
て
い
る
。

副
村
長　

問
題
解
決
に
あ
た
り
、
村
民
の

安
全
確
保
の
た
め
県
、
国
土
交
通
省
に
対

し
て
要
望
活
動
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

常
陸
那
珂
港
を
中
心
と
し
た
照
沼

笠
松
線
（
水
戸
外
環
状
道
路
）
の
考
え
方

を
伺
う
。

副
村
長　

都
市
や
産
業
の
拠
点
を
結
ぶ
こ

と
は
都
市
活
動
、
経
済
活
動
、
連
携
や
交

流
を
生
み
、
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
村
は

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
広

域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
取
り
組
む
。
大
動
脈
が
あ
れ

ば
物
流
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
や
、
災

害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
代
替
道
路
）

に
も
な
り
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た
い
。

豊
創
会　

村
上　
　

孝　

議
員

問　

決
壊
し
た
東
新
川
の
堤
防
を
県
管
理
に

で
き
な
い
か

答　

今
後
も
県
に
働
き
掛
け
る

決壊した真崎浦の東新川堤防
一
般
質
問

議
員　

母
子
・
父
子
家
庭
家
賃
助
成
事
業

は
、
県
内
で
も
優
れ
た
施
策
で
あ
り
、
ひ

と
り
親
世
帯
を
大
き
く
励
ま
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
事
業
を
「
村
が
見
直
し
の
方

向
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
」
と
、
関
係
者

か
ら
大
変
不
安
な
気
持
ち
が
寄
せ
ら
れ

た
。
福
祉
・
教
育
関
連
は
行
財
政
改
革
の

対
象
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
事
業
を
削

減
の
方
向
で
見
直
す
の
は
絶
対
避
け
る
べ

き
。

福
祉
部
長　

本
事
業
は
母
子
・
父
子
家

庭
の
自
立
を
支
援
し
、
児
童
の
健
全
育

成
や
生
活
の
安
定
を
目
的
と
し
、
現
在

月
額
１
万
円
を
限
度
額
に
支
援
し
て
い

る
。
県
内
で
は
、
守
谷
市
が
５
０
０
０

円
、
美
浦
村
が
４
０
０
０
円
。
村
の
平

成
25
年
度
の
支
援
は
１
５
８
世
帯
に
１
，

３
０
９
万
８
０
０
０
円
で
、
年
々
増
加
傾

向
。
本
村
は
公
的
住
宅
の
減
免
制
度
適
用

の
方
も
含
め
て
い
る
の
で
、
平
成
27
年
度

か
ら
公
的
住
宅
入
居
者
を
助
成
対
象
と
し

な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

議
員　

公
的
住
宅
入
居
者
へ
の
助
成
を
27

年
度
か
ら
打
ち
切
る
と
い
う
村
の
考
え
を

一
方
的
に
知
ら
せ
る
や
り
方
は
問
題
。
住

民
に
犠
牲
を
強
い
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
共
産
党　

大
名
美
恵
子　

議
員

問　

母
子
・
父
子
家
庭
家
賃
助
成
を
削
減
す

べ
き
で
な
い

答　

公
的
住
宅
入
居
者
を
助
成
対
象
か
ら
は

ず
す
考
え

※樋管…水の流れを調整する水門
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